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令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
は
、
最
大
震
度

７
を
観
測
し
、
死
者
は
２
０
０
人

を
超
え
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
予
想

さ
れ
る
地
域
に
あ
る
本
町
に
と
っ

て
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。

報
道
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
内

容
に
関
連
し
、
本
町
の
防
災
対
策

と
そ
の
現
状
に
つ
い
て
聞
く
。

Q
町
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
個

別
避
難
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
た
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る
か
。

A
企
画
調
整
部
長

令
和
４
年
度
か
ら
、
自
宅
で

暮
ら
す
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
災

害
時
に
ど
こ
に
避
難
し
、
誰
に
支

援
を
求
め
る
か
な
ど
を
事
前
に
定

め
て
お
く
個
別
避
難
計
画
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
、
モ
デ
ル
地
区

（
上
東
・
中
稲
地
区
）
を
決
め
、
対

象
者
の
個
別
訪
問
と
調
査
を
行

い
、
４
名
の
計
画
を
作
成
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
新
栄
小
学
校

区
の
残
り
４
地
区
を
対
象
と
し

て
、
計
画
の
作
成
を
進
め
、
順
次

町
内
全
域
に
広
げ
て
い
く
。

Q
住
宅
の
耐
震
化
は
、
地
震
に

よ
る
建
物
の
倒
壊
か
ら
生
命

を
守
り
、
避
難
や
救
助
な
ど
の
妨

げ
に
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
被
災
後

の
生
活
の
場
を
確
保
す
る
。

　
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
町

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

A
産
業
建
設
部
長

平
成
20
年
３
月
に
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
し
、
旧
耐
震
基

準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
化
目
標
を

定
め
た
。
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
無
料
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

費
補
助
な
ど
の
制
度
を
設
け
、
令

和
５
年
度
に
民
間
木
造
住
宅
除
却

費
補
助
の
制
度
も
設
け
た
。

　
今
回
の
能
登
半
島
地
震
を
、
住

宅
の
耐
震
化
を
加
速
さ
せ
る
機
会

と
と
ら
え
、
個
別
訪
問
を
中
心
に

粘
り
強
く
取
り
組
む
。

Q
大
規
模
災
害
時
に
ト
イ
レ
に

困
ら
な
い
た
め
に
は
、
行
政

に
よ
る
迅
速
な
対
応
と
と
も
に
、

個
人
個
人
の
日
頃
の
準
備
が
必
要

で
あ
る
。

　
地
震
な
ど
の
災
害
時
の
ト
イ
レ

不
足
に
対
す
る
町
の
備
え
は
。
携

帯
・
簡
易
ト
イ
レ
の
家
庭
備
蓄
の

必
要
数
と
、
そ
の
啓
発
は
。

A
企
画
調
整
部
長

町
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に

内
閣
府
が
作
成
し
た「
避
難
所
に
お

け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
仮
設
ト
イ
レ

の
備
蓄
・
整
備
を
し
て
い
る
。

　
内
閣
府
が
定
め
る
必
要
数
は
１

５
３
基
で
、
町
が
保
有
す
る
仮
設

ト
イ
レ
は
、
組
立
式
仮
設
ト
イ
レ

10
基
、
簡
易
ト
イ
レ
85
基
、
要
配

慮
者
用
ト
イ
レ
５
基
、
避
難
所
に

お
け
る
洋
式
ト
イ
レ
92
基
、
総
数

１
９
８
基
確
保
し
て
い
る
。

　
こ
の
数
値
は
あ
く
ま
で
目
安
で

あ
り
、状
況
や
被
害
程
度
に
よ
り
、

ト
イ
レ
個
数
は
不
足
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
自
助
と
し
て
一
人

一
日
５
回
分
程
度
を
３
日
分
以
上

と
具
体
的
に
示
し
、
個
人
や
家
庭

で
の
備
蓄
の
啓
発
に
努
め
る
。

Q
輪
島
市
中
心
部
周
辺
で
、
大

規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
。

　
町
に
お
い
て
も
、
住
宅
が
密
集

し
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
火
災
被

害
に
つ
い
て
も
危
惧
さ
れ
る
。
地

震
火
災
へ
の
対
策
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

A
企
画
調
整
部
長

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
予

測
に
よ
れ
ば
、
火
災
に
よ
る
建
物

被
害
は
約
１
０
０
棟
と
予
測
さ
れ

る
。
地
震
火
災
へ
の
対
策
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
や
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
電
気
器
具
の
転
倒

に
よ
る
火
災
や
停
電
後
の
電
気
復

旧
時
に
通
電
火
災
が
発
生
し
た
。

リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
町
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
地
震
時
に
電
気

を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
費
補
助
制
度
を
設
け
、
普
及

に
努
め
る
。
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終
活
と
は
、
最
期
ま
で
幸
せ
な

人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
、
自
身
の

人
生
の
最
期
を
見
据
え
て
行
う
活

動
や
準
備
の
総
称
で
あ
る
。
終
活

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

は
２
０
２
３
年
11
月
23
日
の
読
売

新
聞
に
よ
れ
ば
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
作
成
、
配
布
な
ど
は
、

全
国
１
７
４
１
市
区
町
村
の
う
ち

２
８
３
市
区
町
村
、
生
前
契
約
支

援
事
業
は
12
市
、
終
活
支
援
事
業

は
６
市
区
と
な
っ
て
い
る
。

Q
豊
山
町
の
終
活
支
援
の
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

終
活
と
は
、
一
般
的
に
は
、

最
期
ま
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
身
の
人

生
の
最
期
を
見
据
え
て
行
う
活
動

や
準
備
の
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
遺
言
書
の
作
成
、
資
産
整

理
、
お
葬
式
や
お
墓
の
予
約
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
な
ど

を
表
す
言
葉
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
本
町
で
は
、
現
在
、
生
前
契
約

支
援
事
業
や
終
活
情
報
登
録
事
業

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
サ
ロ

ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
へ

の
説
明
会
な
ど
で
配
布
し
て
い

る
。Q

本
町
は
、
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
の
業
務
を
豊
山
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
役
割

に
つ
い
て
具
体
的
に
聞
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症

や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な

ど
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
十
分
で

な
く
な
り
、
自
分
一
人
で
は
、
契

約
や
財
産
管
理
な
ど
を
す
る
こ
と

が
難
し
い
方
が
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
そ
の
方
の
権
利
を

守
り
、
法
的
に
支
援
す
る
制
度
で

あ
る
。

　
本
町
の
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

は
、
令
和
３
年
度
か
ら
事
業
を
開

始
し
、事
業
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

豊
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務

委
託
を
し
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
契
約

や
財
産
管
理
な
ど
の
お
困
り
ご
と

の
相
談
や
成
年
後
見
制
度
を
利
用

す
る
際
に
行
う
家
庭
裁
判
所
へ
の

申
請
手
続
き
に
対
す
る
支
援
、
成

年
後
見
制
度
の
広
報
・
啓
発
な
ど

で
あ
る
。

Q
豊
山
町
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

で
は
、
成
年
後
見
制
度
を
利

用
す
る
方
に
向
け
た
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
、
講
演
会
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
い
て
配
布

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
、
町
の
窓
口
に
お

い
て
も
、
終
活
作
業
に
活
用
で
き

る
町
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

啓
発
を
ま
ず
は
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
事
例
で
も
紹
介
し
た
よ
う

に
、
終
活
支
援
の
内
容
は
多
岐
に

わ
た
る
。
そ
こ
で
、
窓
口
に
お
い

て
、
終
活
支
援
に
た
け
た
人
材
育

成
も
し
て
欲
し
い
と
思
う
。
町
長

の
考
え
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、

本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
や
意

思
疎
通
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に

備
え
、
自
分
の
情
報
や
財
産
の
状

況
、
お
葬
式
の
事
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
、

ご
家
族
の
方
な
ど
に
書
き
残
し
て

お
く
も
の
で
あ
る
。
本
町
に
お
け

る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
配
布

に
つ
い
て
は
、成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
に
加
え
、
今
後
は
町
の
窓

口
に
お
い
て
も
配
布
を
行
い
啓
発

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
終
活
支
援
に
係
る
人
材

育
成
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究
を

行
う
。


